
                          

                      

                     

                       

 

         

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             
                             
 
 
 

 

 

 

 

 

 

糀谷 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.ota-school.ed.jp/koujiya-es/ 

副校長 吉沼 美和 

 

  先月の「創立１４６年・開校７０周年音楽会」では、感染防止の制限のため、限られた人数での鑑賞で

のご協力をありがとうございました。実際に音に触れることのできる環境で、子供たちはお互いに聴き合

い、音を合わせる楽しさを体感し、達成感を味わえたようです。保護者の皆様にも、オンラインの方もい

ましたが、子供たちの音が伝わったと思います。 

  さて、法務省の人権擁護機関では、昭和２４年（１９４９年）から毎年、人権デーを最終日とする１週

間（１２月４日から１２月１０日）を「人権週間」と定め、その期間、関係諸機関などと協力して全国的

に活動が展開されます。 

「人権」とは、一人一人が生まれたときからもっている「自分らしく生きる権利」のことです。幸せに

生きるためには、お互い尊重しなければならないものです。みんながみんな違うように、全部が同じ人な

んて誰もいません。一人一人の違いを認めたり、自分や友達のいいところを見付けたりして、それぞれが

大切な存在であることを知る、大事な一週間です。 

                        右の詩は、金子みすゞの「私と小鳥と鈴と」です。こ 

の詩の最後に「みんなちがって、みんないい」とありま 

す。この一説から、人はみんな違っていて同じ人はいな 

いのだから、互いにその違いを認め合うのがいいと解釈 

しています。 

 先日、デフリンピアンの出前授業がありました。２人 

とも聴覚障害者ではありますが、速く走ることができる 

陸上のメダリストであります。私は、視力が悪いですが 

音楽は得意です。人それぞれ持ち味が違って、その違い 

を認めることで、互いを尊重しあい、存在に価値を与え 

ます。 

 タイトルの「私と小鳥と鈴と」の「私」は文頭にあり

ますが、詩の最後の方は、「私」は最後になっています。

これは「あなたがいて私がいる。あなたと私、どちらも

大切」と考え、「みんなちがって、みんないい」という言

葉になると思います。 

 それが個性尊重ばかり重視されると、私ばかりに重点

が置かれ、個人のわがままに繋がってしまいます。そう

ではなく、人それぞれの違いを認めることは、「思いやり」

があるからできることだと思います。 

  では、日々、私たちはどのような心で人と向き合えばいいでしょうか。やはり「相手を思いやる心」を

もって、向き合うべきだと思います。そうした私たちの心の姿勢「思いやり」次第で、人間関係はよくも

悪くもなります。そして人間関係が円満であれば、自分にとっても周囲の人たちにとっても安心と喜びの

ある日々が築けるのではないのでしょうか。自分自身が心の姿勢「思いやり」をもち、相手に伝わるよう

にしたいです。 

学校だより 

★生活指導 月目標 

  

★保健指導 月目標 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  
♪音楽会♪ 

合唱「シーラカンスをとりにいこう」では、の
びやかな声で歌いました。合奏「エンドクレジッ
ト」では、ダイナミックな演奏で、まるで恐竜た
ちが出てきそうな世界観を表現していました。保
護者の皆様からのアンケートでも、ありがたい言
葉をいただき、子どもたちは、更なる自信がつい
たようでした。２年後の音楽会での活躍が楽しみ
です。 
〇デフリンピアンによる出張授業〇 

４年生では、総合的な学習の時間で肢体不自由
や知的障害、聴覚障害、視覚障害などについて調
べ学習を行い、障害者理解を深めています。１１
月２２日（火）に、陸上競技のデフリンピアンが
２名来校し、子どもたちに授業をしました。スタ
ートランプを使った体験活動では、声に頼らず、
色の変化でスタートすることが難しかったよう
で、ドキドキしながら取り組んでいました。選手
のスタートダッシュは、とても速かったです。授
業の最後に、みんなで選手へ「ありがとう」と手
話をしました。貴重な体験となりました。 

 

  
１２月１日（木）から１２月７日（木）までは、

生命尊重週間です。 
「生命尊重」について、学校では子どもたちに分

かりやすい言葉で、「自分の命も人の命も大切にす

ること」、「体と共に、心も大切にすること」と伝え

ています。 
子どもたちの日々の生活では、友達に対する言葉

遣いや接し方などがきっかけとなり、互いを認め合

えることがあります。同時に、小さなことから気持

ちがすれ違うこともあります。様々な機会をとらえ

て、皆がかけがえのない大切な存在であることを指

導しています。それをもとに、互いに思いやりの気

持ちをもって行動することで、楽しい学校生活が過

ごせることに気付かせたいと考えています。 
 

校内人権作品展は、１・２年生は人権ポスター、

３・４年生は人権標語、５・６年生は人権尊重に関

わる言葉の書写作品を廊下に掲示します。 
１２月１０日（土）の学校公開の際にご覧くださ

い。 
「大田区立小・中学校 人権啓発作品展」には、
各学年の代表者の作品が展示されます。 
展示場所：池上会館 
展示期間：１２月２日(金)午後１時から 

１２月９日(土)午後３時まで 
 

 
北朝鮮当局により、１９７０年から１９８０年に

かけて、多くの日本人が拉致されました。このこと

を扱ったアニメ「めぐみ」を６年生が視聴し、この

問題について考えを深めます。拉致は重大な人権侵

害であると捉え、あってはならないことです。残さ

れた家族の思いを子どもたちに伝えたいと思いま

す。 
※決して当該国民の方々を差別するものではなく、

本問題が人権問題として解決すべきであることに

ついて理解を深めます。 

・私自身大きな声でしっかりと歌えたのと、みん

なも大きな声で歌っていたので迫力がありすご

いなと思いました。最後の音楽会がとっても楽

しかったです。 

・良かったところは、歌と合奏ともに全力を出せ

たことです。どちらも練習より上手にできたの

で心残りなく終えることができました。 

生井 みな絵主幹教諭は、一身上の都合により

退職しました。新たに５年２組担任は徳竹 歩季

教諭が担当します。それに伴い、３年の音楽科と

６年の家庭科は、担任が担当します。 

 また、４～６年音楽科担当の齊藤 尚寛教諭は、

１２月２日で任期満了になり、５日から３年〜６

年音楽科は神
こう

足
たり

 幸子
さ ち こ

教諭が担当します。２年生

の音楽科は担任が担当します。 

・合唱ではハモリの部分や息

継ぎのところを上手くで

き、合奏ではリズム良くで

きたのと、息が合っていた

ので良かったです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６年３組 長田 敏揮

去年の駅伝では、１０位という悔しい思いをしました。今年は、他

の小学校に食らいついていき、去年のタイムを少しでも縮められるよ

うに頑張ります。 
駅伝は個人競技ではなく、団体競技です。チームのことを考えなが

ら走らなければなりません。僕はどんなときも助け合うことが大事だ

と思うので、「チームワーク」を大事にしていきます。５年生と６年

生が一致団結して、一つの襷を繋いでいきたいと思います。 
また、糀谷小学校の代表として戦います。去年の６年生のような粘

り強い走りを見せられるように頑張ります。 
本番に全力を出し尽くします！！応援よろしくお願いします。 

 
１０月末、国は、令和３年度のいじめの認知件数と不登校の数等を発表しました。いじめの認知件数

及び不登校の数は共に過去最高で、新型コロナウイルス感染症における環境制限が子どもたちに負荷を

かけているとのことでありました。 
いじめは早期発見・早期対応が重要です。可能な限り認知から２４時間以内に教職員が対応に入り始

めることを校内で共通認識しています。本校ホームページに基本方針を掲出していますので、ご確認い

ただきますようお願いします。 
また、学校に行きづらさや実際に学校に行けなくなった場合は、本人及び保護者はとても不安となり

ます。校内では、スクールカウンセラーや支援員と連携をとり、本人やご家庭の困り感に寄り添うとと

もに、２階の自学室「ミライ」の活用も図りながら支援していくように努めてまいります。 

 
コロナ禍が長引く中、子どもたちの体力が低下傾向にあります。また、オンライン上でのコミュ

ニケーションは進みましたが、新たな健康上の課題も指摘されています。 
１２月１０日（土）に、体育・健康教育授業地区公開講座を開催します。保健分野と体育分野の

授業公開と保護者対象の講演会を予定しています。講演会の内容は、「早寝・早起き・朝ごはん」

月間の取組で明らかになりました「ゲーム時間」をテーマといたしました。ご参会の程よろしくお

願いします。 
なお、感染状況により、開催に制限を掛けることもあると思いますが、その際はご了承ください。 

 
【スケジュール】 
 １時間目 授業公開（学年・クラス指定） 
 ２時間目 公開講座 
      講演「ゲーム依存症とその傾向について」 
      講師 国立病院機構久里浜医療センター 
         主任心理療法士 三原 聡子 先生 
３時間目 授業公開（学年・クラス指定） 
 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

１２月の行事予定 



 


